
301.形状記億合金を用いたフィクストブレード形
ヒートエンジンに関する研究

Studies on the Fixed Blade Heat Engine used Shape Memory Alloy

琴　瀧川賀久　（新造尭駐き 藍　石橋達弥　（新薬米き

正　手塚孝治　（（扶）東芝）　高橋幸久　（日本ステンレス（操））
学　長谷部浩　（新海来院き

Yoshihisa TAKIGAWA, Tatsuya ISHIBASHI and Hiroshi HASEBE
Faculty of Engineering, Miigata University 80SO 2-o0~elio Ikarashi, Miigata ilt-ll«

Japan ; Takaharu TEZUKA, TOSHIBA; Yukihisa TAKAHASI, NIHON STAINLESS

Key Words: Fixed Blade Heat Engine,Shape leaftry Aliby»ificlbi Titauiwi Mlo^Ponef

i．拷音

形状記憶合金（Sbape最emory Aiioy：S撫A）の形状

回復力を利用したヒートエンジンは、温泉や温排水な

どの低位熱エネルギーを機械的エネルギーに変換でき

るため、これまでにも様々なヒートエンジンが考案さ

れてきた。しかし、それらは回転部とS織A素子が一体

となっている♯塵のた由、3護良草子が疲労破学した囁

合には一旦エンジンを停止してSHÅ素子を交換する必

要がぁるせ

本研究ではこのような点を考慮し、回転部とS緯A尭

子とを分♯した構造のフィクストブレード形ヒートエ

ンジンを考案し、その駄作・出力特性実験を待った結

果を報告する。

2．ヒートエンジンの作動原理

Fig．1に今回考案したと－トエンジンの回転部と駆

動部盈び作動粛穫蜜示す。

回転班は、回転軸と回転子とが一体構造となってい

る。ローラは回転子の上下についており、滑らかに回

転できるようになっている。駆動帯は、固定坂と重点

を中心に動く接触板があり、それらを板状S肖A素子に

よ畑結合した構造である。この駆勤都を1つの回転子

の上下に2つづつ、計4つ配優した2ステージ詔とな

っている。

（a）の状態では、上側駆動部A・BのS欝A葉子は

低温状態にあり、下側駆動部C．DのS叢A素子を高温

決態にすると、C，Dの接触坂がローラを押し回転子

を回転させる。（b）のように回転が進むにつれてA．

B打線敷板はローラに押され、S叢A菓子が変形を受け

る。（c）になるとA．BのS員A菓子は長大ひずみを

受ける．この点をすこし過ぎてから、連に、C．Dの

SBÅ葉子を低温状態に、A，BのS鼻A葉子を高温状葛

にすることにより回転子を回転させる（d）。この行

訳芸詑S鮎。鋸違l目蔓
Hot：Cj墓

Rot8ry
Sh8†七 日

汐　回田目

P慧朝

Fixod
8l8do

モoll8r

D：Hot

Hot

Rot8rY
8：Cold Disk

（8き

描
出
日

痙攣
箋

・
．
＿A

国

軍：制
鮎蓼稲

－正喜ヨ

D：Hot

（b）

泉…聖鍾　　　　鋸聖も
回

三こミ車妄；
∩

田

口
　
日
日
り
H
－
－
恥

も
Ⅶ

tOH

¢巳ヨ巳】

B：Cold

：Cold

1∧口：Cold

c。Id：暇ヅ領
単

語

B：Hot

（0）

Fig．i糟otion Pri■neipi8

（郎

甜l油母野i某0惑持主邑舶H鰯底も　触感皇掴

Torqu¢

M8t8r

V8lve

F蘭「

E∃

］

匿陛
訃仏

盛

夢
色
n
 
t

蕾

－

▼

－

r

－

■
V
　
8

・
－
P

争
靂D

F靂ぎ習熟窃0王

墓蔓

濡

彗
学
蒜

Sl富t

Disk

Output

Sh8ザt

Rot8ry

P8rt8

Dr；Ⅴ；ng

P亀r毛色

◎8r

ヰロOmm

Fig・2　Front VieY Of the Fixed8iade Heat Engine

梨地方講演会請漬論文集（共催　日本横紙学会・精密工学会，－9i－10鵬26．山梨）

－95－



推 を 繰 り 返 す L-二1二 L よ り 工 ン i j
T
ン はEljl 転 す る .,

F i ピ . ニー
,
. i .
I
- ン TI

I

J

J

ン
J
il二低 回 を ,jl す し .

E

i
J

, jブ翰 に 収 り 付 け

仁 二-A Ij ソ ト1 1r 事1J
p

軽 Iて そ の 卜11 屯三角 を検 王i
L

.
-I F 7u IIj -jr ト セ ン

サ L二.
- よ り . ちL

L

- ン シ
t ントIl 鮎 t

-

l王iJ 期 i亨 サ 仁 リ レ ノ イ トLJC
一

皆

勤 す rJ 鮎 杓 水 叶fl 川I J りレ 1 キJij い て t
S M A 遍 + を 加I 鞍 ,

冷13j す る .
よ IIー, 由 鮎 状 態 の .

Li 占 A 二本 r
一 の エ ネ ル ギ の 一

節 を 貯 慈 しノ て 飯 盛 状 轍 の S M A 束 f- を 蜜 彫 す ろ r--
dJ 1 .

i

iミ

ノJ 軸 卜 宅. il 転 数 奇 推 溝 ケ 介 l .. て 7 ラ イ ホ イー.--- ル タl指 りI
tl

け て あ る t ,

.

.

i . S H E, 鹿 f, tj 1 年葎作

S M A-..巌
r- J

J

I . て 削 T i 分 愈 触 りヴ .

-
さO . き川岳

, 鵬 m 監お.

j壷 i二軍さI O Bi 丘 , イi一助 什JfH 遥i二
i
f

.

J

うu ir, 1 u 二 tl 本 1 十 ン レ ス 製J を .

1 次 熊 処 押
.

1 Y . O r モ
,

1 0
J
Jl ,

ニ三 次 然 別 確 4 O O
t

.t二で 11 時 間

熱 脚 押 し f1
1
1
T

.
J の を 弊 勧 フ転 f 十 jり い r ハ

1l -1 J の 弊 如 長 r

の イJ
-

1
bJ 什 川 慣 随Ii

,

I . h Fモで あ る t ,

ドi tて. .

一

与 し S M A
-.
裁 r l ll 幽 庵 Iiい托 ひ.ず み 線 内 を ノJミす く.

ま

S t r fL i nく
.

,il

ドi Iち. ニi lli i 川 r
.

il m S t 川 t
.
V t 汁 Il

l

r l l m P .
,
I .
1

り r く二t

.
, 1 川 tl S L ri l j l l

il .
一

上験

重 量 業敏 方 法

鮎 水
.

杓 水 桶 阜
一

二三一
-
ン 二r,二

I

-
.-..p

J

卜 珊 し .甜押 し . そ tLて か ..
1

.
1 TT

a ..i 柏 木 叶Tti 川 パ ル-ノil. 占五木
一

拍 水 をi4
A

L-. , P
二

t , ト ル
J
J の

dLIl
-

i f I .い If 恥 入fr,l も土1 1 ル ウ.
A .

L
j トフ ルI

二J
.

I
ll - ル O . 4三川I

m l 卜 L い J 測
.

ii
T
L . L1. 畑土敬 u .

,Il ノ1 軸 が ミ.i IL ,l もこし 督 しイー叫

IiFl を 測
.

ii r L 曝 .
.
f
I

. しこた L
. 水 魁 u

-

.iこ-
J

.

L

t
.
こで あ ー

, 1二
亡 i

孝一望 業敦銘菓 畠 凄 び考察

ドi
.p. .

...1 し ト ル
,
J 卜j 沌三枚 娘 周 を .

F i 貝 . 三1 L-.
.

L

f
j

.
ノJ . 卜.7

転 数凝 固 蜜 轟 音 窃

舶tLII がとI O .
じO

,
H u l 一 .

ト
i
t
.

.

6 く な る 比 ど , 人 さ な t

tt
.
I

. JJ がf
l

i皐

I
1

1 れ る し. ま た- 良 人.
I
皇
J

.

.
ノ
ー
J tJ7 で るit,l もミ速 度 は , 滋 温 の L1.

柿

と と 17
-
. し l 削 りI t

,三城 しLS 勧 す る 細f.
,

7J を ノl..ミす t .
こ れ はF i

L
q .

こi し Jlミこさ れ て い る 止I
l

.
7 に . S M A 鳥 ナ の 卜l 稚 j

J

J カて 鮎 穫 の

洞Jm と と も に 人 こ亨 く な 王事 こ と し 起IAa し て い る L , 由 鮎 9 0

1
.
二くTl 曲 線t i , LW I T と は はトtl じ T

-

あ る が
, 銘品 .

I

t
J

, ノj が 9 O

1 ての は う が 低 く Jl
l

っ た t , こ の l.A.
た る 蝶主局 と し T . t柑 r

で しt S M 八森 J
-

. が
.記 憶ば け を お こ 寸 たー

め と 与え ら れ る L.

--- t7 GI--

青
書

琴

賢
じ

卜

こ.こー
.-
,L
-

...M
-

.-.二

.こ
こ

-..こ
て

.こ.

こ.戸.こ

ド

.-..

丁亡 T P . け喜

I
.

一

書

書

I

I

.

す
こ

T.tIJ
E

.I, L
ニ
J

■

こ

こ

■

.-.
二
1

■ 一

.
軒 仙主事 ふ ふ 齢

鮎 事声, 狩き

F i l l, .
Jl 11 tテ1 il L J O r l S h i p h t-,

L

L 削.I C ll

帖 v u l u l L t H I S P L. 1三d a n d T o r q u e

I .

-

-

I

I ■

暮

I

J
さ

-

.

L
重
喜

雲
量
.一..Lr
書

,.-..-邑
........巨.巨.W
払r
貫

首
き
重

量
M

f
L
r

L

J

ーl

し

壬
.I1

.

C
t
.

w

TJ

j

J
J

IL
一ーーー一ー
i i
I 確 ふ

8

て
ニ
......

て

.
-.I

.十
軒

虹

寸

rこ..JtL T . ト Tj

l l
l

i 托. 5 1モIII il L j o n s h i p b r
- し甘 P lチ n

lくt
-
T V O l u t i o n s p tl t -く1 a n d i

l
o w t l r

5 .

島
L
.

-

ド.i一

i
.
主将Fh

r

l
.
連 続 運 も三.1jT 能 な フ ィ ク ス ト ブ レ ー

ド 形 ヒ1-一卜

エ ン ジ ン の メ カ ニ If ム を キミ生 し . -そ の 試 作 . 出 ノブ特 惟

L

L
f
換 をfi--.1 た 結 果 は 次 の よ う で あ る o

t l l ヒ-.-ート エ ン ジ ン の ト ル ク とI i ,.
i も三故 の 閏 煉 は . イi 卜

が り の d 7二浪 ケ.
1Jミし , ま た .

t

f リコと 卜づも三故 の 閏保 は . 卜L1
-

L
l1
7 の Il11 繰 を.

,J上す . .

U .1 舶 応 .
L

J
J

.
j l は , 鵡鮎 8 0 てこで 川 転 教1 8 . 8 r . p . n , ト ル

ク O . lJ, 5 N
L

m の と き , 0 . 4 H N がL
L

i L-TJ れ た o
S 当 A 廉 f- i 事.宅

止

いJ の ,

I

l
.
トノJ L 換 昏 寸 る と . O . O G W と な る o

t 3 1 S H A 果 L
,
-

の 記 憶 ば け は .
エ ン ジ ン の 出 ノ1 L 濃 彩 哲

を お 上 ぼ す た め . S M A 特他 に 虹 じ L 出 島 を 題 ぷ 必 替 が

あ る L,

t 4-
l 今 後 の 農 地 と し て は , 0う勤 勤 部 の 力 を 効 率 よ く トーラ

虹 沸 に FiL え る . しカ リ レ ノ 1
-

ド に よ る 温 冷 水 杜 i

l

ti 稲 バ ル

ブ を 伺 い ず , 温 冷 水 の み で 駆 動 す る よ う な 機 構 を 考 え

る L, しiil マ ル チ ス テ - ー ジ 化 を 図 る
t
,

本 研
,

1
1
J に 潮 協 j3 い た だ い た 4 年 生 の 今 井 久 居 . 繕 崎

由 増I亨に 軽曲 申 し 上げ る .

尊 号 文ざ妖

しい 出 中 t一二卜本 金 娼 学 会 会 報 2 4- 1 く1 9 8 5I

1 2 1 本 間 . 祢 津 東 北 大 学 選 鉱 製 錬 研 究 所 報 告 第7 7 6 号


